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２
月
20
日
／ 

京
福
電
鉄
よ
り
越
前
本
線
勝
山

－

東
古

市
間
お
よ
び
永
平
寺
線
の
廃
線
と
バ
ス

転
換
計
画
の
申
し
入
れ
が
な
さ
れ
る
。

３
月
25
日
／ 

勝
山
市
議
会
・
永
平
寺
町
議
会
・
上
志

比
村
議
会
が
存
続
を
求
め
る
決
議
を
行

い
、
勝
山
市
議
会
に
「
京
福
電
鉄
越
前

本
線
存
続
対
策
特
別
委
員
会
」
が
設
置

さ
れ
る
。

５
月
６
日
／ 

沿
線
３
市
町
村
長
が
京
福
電
鉄
に
対
し

て
存
続
の
要
望
書
を
提
出
す
る
。

８
月
19
日
／ 

沿
線
３
市
町
村
の
議
会
が
福
井
県
と
県

議
会
に
そ
れ
ぞ
れ
陳
情
書
と
請
願
書
を

提
出
。
存
続
の
た
め
の
運
動
が
開
始
さ

れ
る
。

11
月
24
日
／ 

福
井
県
と
沿
線
３
市
町
村
が
京
福
電
鉄

に
対
し
、
存
続
の
申
し
入
れ
を
行
う
。

３
月
31
日
／ 

京
福
電
鉄
か
ら
福
井
県
と
沿
線
３
市
町

村
に
対
し
、
バ
ス
代
替
案
確
認
書
が
提

出
さ
れ
る
。

４
月
1
日
／ 

福
井
県
と
沿
線
３
市
町
村
が
京
福
電
鉄

に
対
し
、
電
車
に
よ
る
存
続
を
要
望
す

る
。

３
月
18
日
／ 

勝
山
市
区
長
連
合
会
、
勝
山
商
工
会
議

所
、
婦
人
会
な
ど
市
内
各
種
団
体
か
ら

な
る
「
京
福
電
車
存
続
対
策
勝
山
市
民

会
議
」
が
発
足
。

４
月
１
日
／ 
勝
山
市
に
「
京
福
電
鉄
越
前
本
線
存
続

対
策
室
」
設
置
。
福
井
県
と
京
福
電
鉄

が
存
続
に
向
け
て
協
議
を
開
始
す
る
。

３
月
28
日
／ 

福
井
県
な
ら
び
に
沿
線
５
市
町
村
、
京

福
電
鉄
は
、
越
前
本
線
勝
山

－

東
古
市

間
お
よ
び
永
平
寺
線
の
鉄
道
事
業
を
、

京
福
電
鉄
が
行
政
支
援
を
受
け
な
が
ら

継
続
さ
せ
る
こ
と
で
合
意
す
る
。

４
月
１
日
／ 

福
井
県
お
よ
び
沿
線
５
市
町
村
に
よ
る

平
成
12
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
行
政
支

援
が
開
始
さ
れ
る
。

３
月
１
日
／ 

鉄
道
事
業
法
の
一
部
改
正
（
需
給
調
整

規
制
の
廃
止
）
が
施
行
さ
れ
る
。

12
月
17
日
／ 

越
前
本
線
東
古
市
駅

－

志
比
堺
駅
間
で

電
車
正
面
衝
突
事
故
が
起
こ
る
。

４
月
１
日
／ 

三
国
芦
原
線
で
も
行
政
支
援
が
始
ま

る
。

６
月
23
日
／ 

『
電
車
存
続
総
決
起
集
会
』
が
勝
山
駅

構
内
に
て
開
催
さ
れ
、
京
福
越
前
線
の

沿
線
全
市
町
村
が
参
加
。

６
月
24
日
／ 

越
前
本
線
の
保
田
駅

－

発
坂
駅
間
で
２

度
目
の
電
車
正
面
衝
突
事
故
が
起
こ

る
。
電
車
運
行
停
止
に
伴
い
、
全
線
が

代
行
バ
ス
に
転
換
。

７
月
19
日
／ 

中
部
運
輸
局
か
ら
「
安
全
確
保
に
関
す

る
事
業
改
善
命
令
」
が
出
さ
れ
る
。

８
月　
　

／ 

財
団
法
人
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
か
ら

京
福
電
鉄
に
対
し
、
施
設
改
修
の
た
め

の
事
業
費
と
し
て
１
５
８
億
円
の
計
画

が
提
示
さ
れ
る
。

10
月
４
日
／ 

沿
線
市
町
村
長
が
「
電
車
存
続
に
向
け

た
財
政
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
」、
福

井
県
な
ら
び
に
県
議
会
へ
要
望
書
を
提

出
す
る
。

10
月
19
日
／ 

京
福
電
鉄
が
中
部
運
輸
局
に
「
鉄
道
事

業
廃
止
届
」
を
提
出
す
る
。

10
月
30
日
／
「
電
車
存
続
県
民
会
議
」
が
発
足
。

11
月
18
日
／ 

電
車
存
続
を
熱
望
す
る
吉
田
郡
の
住
民

が
『
電
車
存
続
駅
伝
大
会
』
を
実
施
。

●
平
成
５
年

●
平
成
４
年

●
平
成
８
年

●
平
成
９
年

●
平
成
10
年

●
平
成
12
年

●
平
成
13
年

３
月

４
月
１
日
／

３
月

●● 「
運
行
休
止
か
ら
再
興
へ
」　
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
あ
ゆ
み

（
黒
字
は
事
業
者
、
青
字
は
行
政
、
赤
字
は
地
域
住
民
の
活
動
を
示
す
）

鉄
道
の
再
興

│
え
ち
ぜ
ん
鉄
道

地
域
に
必
要
な
鉄
道
は
、
地
域
で
支
え
る
。

沿
線
の
少
子
高
齢
化
や
車
社
会
の
影
響
に
よ
り
輸
送
人
員
が
大
幅
に
減
少
し
た
京
福
電
鉄
は
、

平
成
４
年
、
越
前
本
線
の
東ひ

が
し
ふ
る
い
ち

古
市
駅
（
現･

永
平
寺
口
）
以
東
と
永
平
寺
線
の
廃
線
を
表
明
、

以
降
、
存
続
を
要
望
す
る
沿
線
３
市
町
村
の
行
政
支
援
を
受
け
、
運
行
を
継
続
し
て
い
た
。

し
か
し
平
成
12
年
12
月
と
13
年
６
月
、
２
度
の
正
面
衝
突
事
故
を
起
こ
し
、

運
行
を
休
止
し
た
京
福
電
鉄
は
、「
安
全
確
保
に
関
す
る
事
業
改
善
命
令
」
に
対
し
て

必
要
な
投
資
が
で
き
な
い
と
し
て
再
建
を
断
念
。

突
然
、
生
活
の
重
要
な
足
を
失
っ
た
沿
線
住
民
は
、

代
行
バ
ス
や
自
動
車
利
用
へ
の
転
換
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
、

鉄
道
の
利
便
性
、
そ
し
て
鉄
道
が
果
た
す
社
会
的
役
割
を
痛
感
す
る
。

「
鉄
道
は
地
域
社
会
に
必
要
な
も
の
」
―
―
住
民
の
熱
意
は
、
行
政
を
動
か
し
、

平
成
15
年
７
月
、
京
福
電
鉄
の
路
線
は
、

第
三
セ
ク
タ
ー
「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
」
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

地
域
が
支
え
る
地
域
の
鉄
道
と
し
て
、
走
り
続
け
て
い
る
。

文
◉
茶
木
　
環
／
撮
影
◉
織
本
知
之

資
料
・
写
真
提
供
◉
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
株
式
会
社



23 MINTETSU WINTER 2016

吉
田
郡
、
勝
山
市
、
福
井
市
、
坂
井
郡

の
住
民
約
１
０
０
０
人
が
集
ま
り
、

『
電
車
存
続
県
民
総
決
起
大
会
』
を
開

催
す
る
。

11
月
22
日
／ 

「
三
国
町
電
車
存
続
促
進
会
議
」
が
発

足
。

11
月
24
日
／ 

福
井
県
知
事
と
沿
線
９
市
町
村
長
に
よ

る
「
京
福
越
前
線
沿
線
市
町
村
長
会

議
」
開
催
。
越
前
本
線
と
三
国
芦
原
線

を
存
続
す
る
方
向
で
基
本
合
意
す
る
。

12
月
19
日
／ 

福
井
県
議
会
で
越
前
線
存
続
に
関
す
る

請
願
・
陳
情
が
採
択
さ
れ
る
。

１
月
22
日
／ 

「
京
福
越
前
線
沿
線
市
町
村
長
会
議
」

で
、
第
３
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
存
続
を
基

本
合
意
す
る
。

４
月
１
日
／ 

福
井
県
は
新
鉄
道
会
社
の
支
援
を
行
う

た
め
「
新
鉄
道
会
社
支
援
室
」
を
設
置
。

５
月
22
日
／ 

「
京
福
越
前
線
沿
線
市
町
村
長
会
議
」

で
、
存
続
に
必
要
な
費
用
の
市
町
村
間

の
負
担
割
合
に
つ
い
て
最
終
合
意
。
沿

線
９
市
町
村
長
か
ら
な
る
「
新
鉄
道
会

社
設
立
推
進
協
議
会
」、
沿
線
市
町
村

は
「
新
鉄
道
会
社
設
立
準
備
室
」
を
設

置
す
る
。

7
月
27
日
／ 

新
鉄
道
会
社
を
支
援
す
る
「
吉
田
郡
第

三
セ
ク
タ
ー
電
車
サ
ポ
ー
ト
会
」が
発
足
。

8
月
23
日
／ 

新
鉄
道
会
社
設
立
発
起
人
会
議
（
37
法

人
・
団
体
）
開
催
。
社
名
「
え
ち
ぜ
ん

鉄
道
」、
路
線
名
を
「
勝
山
永
平
寺
線
」

「
三
国
芦
原
線
」
に
決
定
。

９
月
17
日
／
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
株
式
会
社
設
立
。

10
月
10
日
／ 

京
福
電
鉄
と
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
が
、
土
地

や
建
物
な
ど
資
産
譲
渡
を
含
む
鉄
道
事

業
の
営
業
譲
渡
契
約
を
結
ぶ
。

10
月
21
日
／ 

京
福
永
平
寺
線
廃
線
。
越
前
本
線
と
三

国
芦
原
線
は
電
車
再
開
ま
で
代
替
路
線

バ
ス
の
運
行
を
開
始
。

11
月
7
日
／ 

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
と
京
福
電
鉄
が
、
国
土

交
通
省
に
「
鉄
道
事
業
譲
渡
譲
受
認
可

申
請
」
を
提
出
。

11
月
20
日
／ 

沿
線
９
市
町
村
の
副
市
長
と
助
役
で
構

成
す
る
「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
利
用
促
進
協

議
会
」
を
設
置
。

12
月
２
日
／ 

鉄
道
軌
道
近
代
化
設
備
整
備
工
事
に
着

手
。

12
月
18
日
／ 

「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
沿
線
サ
ポ
ー
ト
団
体

連
絡
会
」
が
設
置
さ
れ
る
。

1
月
17
日
／ 

「
鉄
道
事
業
譲
渡
譲
受
の
認
可
」
が
下

り
る
。

1
月
31
日
／ 

中
部
運
輸
局
と
沿
線
市
町
村
と
の｢

連

絡
調
整
会
議
」
が
設
置
さ
れ
る
。

7
月
20
日
／ 

勝
山
永
平
寺
線
の
福
井

－

永
平
寺
口

間
、
三
国
芦
原
線
の
福
井
口

－

西
長
田

間
が
運
行
を
開
始
。

８
月
10
日
／ 

三
国
芦
原
線
全
線
の
運
行
を
開
始
。

10
月
19
日
／ 

勝
山
永
平
寺
線
永
平
寺
口

－

勝
山
間
が

運
行
を
開
始
。
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
全
線

が
開
通
す
る
。

11
月
28
日
／ 

沿
線
市
町
村
長
が
連
名
で
、え
ち
ぜ
ん
鉄

道
線
の
福
井
駅
部
高
架
乗
り
入
れ
に
つ
い

て
、
県
議
会
に
陳
情
書
を
提
出
す
る
。

12
月
26
日
／ 

県
知
事
と
沿
線
市
町
村
長
が
高
架
乗
り

入
れ
で
合
意
す
る
。

９
月
１
日
／ 

三
国
芦
原
線
に
日
華
化
学
前
駅
、
八
ツ

島
駅
開
業
。

３
月　
　

／ 

『
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
公
共
交
通
活
性
化
総

合
連
携
計
画
』（
計
画
期
間

：

平
成
24

年
度
〜
平
成
33
年
度
）
策
定
。

９
月
27
日
／ 

三
国
芦
原
線
に
ま
つ
も
と
町
屋
駅
開
業
。

９
月
27
日
／ 

福
井

－

福
井
口
間
が
北
陸
新
幹
線
の
福

井
駅
部
高
架
を
使
用
し
て
仮
線
高
架
化

さ
れ
る
。

●
平
成
14
年

●
平
成
15
年

●
平
成
16
年

●
平
成
19
年

●
平
成
24
年

●
平
成
27
年

1178９
月

10

えちぜん鉄道が全線開通してから、丸
12 年。徹底した地域共生型サービスを
追求する事業者と、財政面で支える行
政、そして粘り強く「乗る運動」を続け
る沿線住民。「地域の鉄道」として確か
な成長をしるし、地域鉄道のロールモデ
ルとして注目されている。

1112１
月

４
月
１
日
／

５
月

● 1112５
月
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地
域
に
と
っ
て
鉄
道
は
必
要
不
可
欠
な
存
在

最
初
の
衝
突
事
故
か
ら
わ
ず
か
６
カ
月
後
に

起
き
た
２
度
目
の
正
面
衝
突
事
故
。
翌
日
か
ら

電
車
は
止
ま
り
、
住
民
の
足
は
代
替
バ
ス
に
変

わ
っ
た
。
当
時
の
住
民
の
共
通
し
た
思
い
と
電

車
存
続
運
動
の
契
機
に
つ
い
て
、
え
ち
ぜ
ん
鉄

道
沿
線
サ
ポ
ー
ト
団
体
連
絡
会
の
和
田
高
枝
会

長
は
振
り
返
る
。

「
平
成
４
年
に
京
福
電
鉄
が
廃
線
を
申
し
入

れ
て
か
ら
、
越
前
本
線
に
つ
い
て
は
、
通
勤
や

通
学
に
利
用
し
て
い
る
住
民
た
ち
が
『
い
つ
廃

線
に
な
る
か
』
と
不
安
を
抱
え
て
い
て
、
事
故

が
起
こ
っ
た
時
に
は
大
勢
の
人
た
ち
が
現
場
に

駆
け
付
け
ま
し
た
。
大
変
な
こ
と
が
起
こ
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
衝
撃
、
誰
も
が
明
日
か
ら
自

分
た
ち
の
移
動
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
不

安
に
駆
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
姿
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
と
に
か
く
何
と
か
し
な
け
れ

ば
、
絶
対
に
鉄
道
を
守
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
、

す
ぐ
に
行
動
を
開
始
し
た
ん
で
す
」

当
時
、
吉
田
郡
選
出
の
唯
一
の
県
議
会
議
員

だ
っ
た
和
田
会
長
は
、
地
元
で
あ
る
吉
田
郡
松

岡
町
（
現
・
永
平
寺
町
）
を
中
心
に
存
続
活
動

を
始
め
た
。

えちぜん鉄道沿線
サポート団体連絡会 会長
永平寺町えち鉄サポート会 会長

和田高枝
Takae WADA

Profi le
永平寺町（旧・松岡町）出身。福井市役所に 40 年間勤務したのち、福井県議会議員に（平成 12 年 11 月～ 15 年４月）。県議会議
員になったばかりの頃に、２度の衝突事故が起こり、鉄道を存続させるために奔走した。住民の力を結集させ、存続運動を盛り上げ
た立役者。現在も沿線サポート団体など、「乗って残す」住民運動の牽引役として精力的に活動している。

鉄道は地域に必要なもの。

みんなで守り、
支える。
沿線住民にとって「あって当たり前」だった鉄道の存在は、
運行休止による鉄道がない生活を経験することで、

「地域社会にとって必要なもの」へと変わっていった。
えちぜん鉄道の誕生から 12 年。
将来的にも鉄道を維持していくためには何をすべきなのか――
住民は、鉄道事業者や行政とともに地域の鉄道を支える一員として、
鉄道を利用する「役目」を果たしている。

福井
新福井
福井口

勝山永平寺線

三
国
芦
原
線

福大前西福井
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大関
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「
電
車
が
止
ま
っ
て
代
替
の
バ
ス
が
運
行
さ

れ
ま
し
た
が
、
電
車
と
違
っ
て
バ
ス
は
定
時
運

行
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ま
で
電
車
で
通
学
し
て

い
た
子
ど
も
た
ち
を
車
で
送
る
親
も
多
か
っ
た

し
、
車
で
送
り
迎
え
が
で
き
な
い
家
で
は
、
下

宿
さ
せ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
雪
の

多
い
季
節
は
も
っ
と
大
変
で
、
道
路
が
大
渋
滞

し
て
外
出
さ
え
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
る
。
高
齢

者
は
、
病
院
へ
行
く
の
に
バ
ス
停
で
寒
い
思
い

を
し
な
が
ら
待
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

鉄
道
は
単
な
る
移
動
手
段
で
は
な
く
、
地
域

の
活
力
を
支
え
る
大
事
な
社
会
基
盤
で
す
。

人
々
の
移
動
が
滞
れ
ば
、
地
域
経
済
だ
っ
て
冷

え
込
ん
で
し
ま
う
。
当
時
の
勝
山
市
長
も
、
廃

線
に
よ
る
地
域
の
過
疎
化
を
ず
い
ぶ
ん
と
懸
念

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
と
っ
て
、
鉄
道

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
っ
た
の
で
す
」

住
民
の
「
熱
意
」
を
見
せ
、
強
く
訴
え
る

し
か
し
、
福
井
県
は
全
国
一
の
車
社
会
。
和

田
会
長
以
外
は
全
員
が
吉
田
郡
以
外
の
選
出
で

あ
る
県
議
会
で
は
、『
赤
字
路
線
は
残
さ
な
く
て

い
い
』
と
い
う
意
見
が
多
勢
を
占
め
て
い
た
。

「
希
望
を
見
出
し
た
の
は
、
栗
田
行
雄
知
事

（
当
時
）
の
『
住
民
が
本
当
に
欲
し
い
鉄
道
な

の
か
ど
う
か
。
住
民
の
熱
意
で
決
定
し
た
い
』

と
い
う
言
葉
で
し
た
。
既
に
署
名
活
動
も
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
住
民
が
本
当

に
鉄
道
を
必
要
と
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
実
態

が
伝
わ
り
に
く
い
。
赤
字
の
鉄
道
は
要
ら
な
い

と
い
う
県
議
会
の
方
針
を
変
え
る
に
は
、
住
民

の
『
本
気
』
を
見
せ
て
訴
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

存
続
を
求
め
る
住
民
運
動
の
中
で
、

和
田
会
長
が
特
に
着
目
し
た
の
は
女
性

の
力
だ
。

「
女
性
は
妻
、
母
親
、
祖
母
と
い
う

立
場
か
ら
通
勤
・
通
学
す
る
家
族
に
接

し
、
そ
の
苦
労
を
よ
く
理
解
し
て
い

る
。
そ
れ
に
家
族
へ
の
影
響
力
も
高

い
。
福
井
市
か
ら
勝
山
市
ま
で
、
女
性

団
体
の
長
に
声
を
掛
け
て
集
会
を
開

き
、
ど
う
い
う
運
動
を
す
る
か
、
計
画

を
練
り
ま
し
た
」

運
行
休
止
か
ら
約
４
カ
月
後
の
10

月
、
京
福
電
鉄
は
中
部
運
輸
局
に
「
鉄

道
事
業
廃
止
届
」
を
提
出
。
そ
の
１
カ

月
後
に
実
施
さ
れ
た
の
が
、『
電
車

存
続
駅
伝
大
会
』
と
『
電
車
存
続
県

民
総
決
起
大
会
』
だ
。

「
私
の
地
元
で
あ
る
吉
田
郡
に
は
、

観か
ん
の
ん
ま
ち

音
町
か
ら
小こ

ぶ

な

と

舟
渡
ま
で
11
駅
が
あ

る
。
小
舟
渡
駅
を
ス
タ
ー
ト
地
点
に

１
区
間
ず
つ
、
電
車
が
通
ら
な
く
な
っ
た
電

車
道
を
歩
く
駅
伝
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

バ
ト
ン
リ
レ
ー
方
式
で
、
横
断
幕
を
持
っ
て

『
電
車
を
残
し
て
！
』
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
し
な
が
ら
歩
き
、
次
の
駅
で
待
つ
人
に

バ
ト
ン
を
渡
し
て
い
く
。
バ
ト
ン
を
受
け

取
っ
た
人
た
ち
は
次
の
駅
ま
で
歩
く
。
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
し
て
、
元
気
な

人
は
小
舟
渡
か
ら
観
音
町
ま
で
11
駅
、
全
部

を
歩
き
ま
し
た
。

駅
伝
大
会
の
後
は
、
総
決
起
大
会
で
す
。

バ
ト
ン
の
中
に
は
、『
電
車
が
欲
し
い
』
と
訴

え
る
数
十
枚
の
小
学
生
と
保
護
者
の
作
文
が

入
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
福
井
市
役
所
裏
の
中
央

公
園
に
吉
田
郡
の
駅
伝
大
会
参
加
者
６
０
０
人

と
勝
山
市
、
福
井
市
、
坂
井
郡
の
住
民
、
計
約

１
０
０
０
人
が
集
結
し
て
決
起
大
会
を
開
き
、

こ
の
バ
ト
ン
を
、
西
川
一
誠
副
知
事
（
現
・
知

事
）
に
手
渡
し
た
ん
で
す
。
こ
れ
が
大
き
な

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
、
県
議
会
で
反
対
だ
っ
た

人
も
住
民
が
必
要
だ
と
い
う
の
な
ら
と
、
存
続

の
方
向
で
考
え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

県
と
沿
線
９
市
町
村
は
、
越
前
本
線
と
三
国

芦
原
線
を
存
続
す
る
方
向
で
基
本
合
意
す
る
。

翌
月
に
は
県
議
会
で
存
続
に
関
す
る
請
願
・
陳

情
が
採
択
さ
れ
た
。

鉄道が運行を停止して、いちばん大変な思いをしたのは「通学手段」を失くした高校生だった。
今は、楽しげに電車に乗り込む生徒たちでホームはあふれる。

1京福電鉄の存続が危ぶまれていた頃から、地域の鉄道を
守る方策を考えていた和田会長。運行を停止したその日か
ら開始した活動のすべてを記録している。2存続への道を
切り開いた『電車存続県民総決起大会』。3和田会長らの
運動を伝える新聞記事のスクラップ。

1

2

3
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「
県
議
会
で
の
採
択
前
、
私
は
各
県
議
に
賛
成

し
て
も
ら
う
た
め
に
説
得
し
て
回
っ
て
い
ま
し

た
が
、
あ
る
議
員
か
ら
『
上
下
分
離
』
と
い
う

鉄
道
の
運
営
方
式
の
案
が
出
た
。
こ
れ
で
、
一

気
に
流
れ
が
変
わ
り
ま
し
た
。
賛
成
多
数
で
電

車
の
存
続
を
願
う
決
議
が
採
択
さ
れ
た
の
で
す
」

翌
年
1
月
、
第
３
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
運
営
で

の
存
続
が
決
定
し
た
。
駅
舎
や
車
両
等
の
資
産

取
得
費
用
、
設
備
投
資
や
保
守
管
理
の
費
用
は

福
井
県
が
負
担
し
、
沿
線
５
市
町
村
と
一
般
株

主
が
出
資
す
る
新
鉄
道
会
社
は
運
行
と
事
業
経

営
に
徹
す
る
上
下
分
離
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。

鉄
道
が
な
か
っ
た
苦
労
を
風
化
さ
せ
な
い

第
３
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
存
続
が
決
ま
っ
た
も

の
の
、
存
続
に
必
要
な
費
用
の
市
町
村
間
の
負

担
割
合
や
手
続
き
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
項
に

つ
い
て
協
議
の
時
間
が
必
要
と
な
っ
た
。

「
採
択
さ
れ
た
後
、
諸
問
題
が
山
積
し
て
、

な
か
な
か
進
捗
し
な
い
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
挫
折
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
思
い
、
次
の
行
動
に
出
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
行
政
か
ら
言
わ
れ
て
つ
く
る
の
で
は
な

い
、
住
民
主
体
の
『
吉
田
郡

第
三
セ
ク
タ
ー
電
車
サ
ポ
ー

ト
会
』
を
立
ち
上
げ
た
の
で

す
。
住
民
の
本
気
度
を
改
め

て
示
す
こ
と
が
目
的
で
し

た
」こ

の
サ
ポ
ー
ト
会
の
設
立

が
呼
び
水
と
な
っ
て
、
勝
山

市
な
ど
の
行
政
や
、
福
井
市

の
商
工
会
議
所
な
ど
経
済

界
、
自
治
会
や
各
種
団
体
な

ど
の
支
援
が
広
が
り
、
37
の
法
人
と
団
体
に
よ

る
新
鉄
道
会
社
の
設
立
発
起
人
会
議
開
催
へ
と

動
き
出
し
た
。
そ
し
て
平
成
14
年
９
月
、
新
会

社
「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
」
が
誕
生
す
る
。
サ
ポ
ー

ト
会
も
吉
田
郡
の
住
民
に
出
資
を
募
り
、
え
ち

ぜ
ん
鉄
道
に
３
０
０
万
円
60
株
を
出
資
し
た
。

平
成
15
年
10
月
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
勝
山
永
平

寺
線
、
三
国
芦
原
線
が
全
線
開
業
し
た
。

サ
ポ
ー
ト
会
は
、
平
成
18
年
に
吉
田
郡
内
の

３
町
村
合
併
で
永
平
寺
町
と
な
り
、『
永
平
寺

町
え
ち
鉄
サ
ポ
ー
ト
会
』
と
名
称
変
更
し
て
い

る
が
、
変
わ
ら
な
い
熱
意
で
一
貫
し
て
、
地
域

の
鉄
道
を
応
援
し
続
け
て
い
る
。
利
用
者
増
に

つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、
毎

年
春
と
秋
に
実
施
す
る
沿
線
の
観
光
地
を
訪
ね

る
ツ
ア
ー
や
夏
の
ビ
ア
電
（
ビ
ー
ル
列
車
）
の

運
行
は
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
。
北
陸
新
幹

線
開
業
に
際
し
て
は
、
富
山
市
や
長
野
市
の
観

光
協
会
な
ど
に
足
を
運
び
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の

Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
。

「
サ
ポ
ー
ト
会
の
役
割
は
、
一
人
で
も
多
く

の
人
に
電
車
に
乗
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
こ

と
。
年
に
１
回
会
報
を
つ
く
り
、
会
報
は
永
平

寺
町
内
６
４
０
０
世
帯
全
戸
に
配
布
し
て
い
ま

運行再開時より乗務しているアテンダント。えちぜん
鉄道のその細やかなサービスが評判となって、全国の
地方鉄道にアテンダント乗務が広がった。

北陸新幹線開業に向け、福井駅周辺では連続立体交差事業が進められている。えちぜん鉄道では平成 27 年 9 月より、福井－福井
口間で北陸新幹線用高架橋を使用しての仮線営業運転を開始。単独の高架を建設した後、仮線から切り替える計画だ。

1平成 27 年９月 27 日に開業した三国芦原線の「ま
つもと町屋駅」。行き違い設備のない無人駅だが屋根
付きスロープやホーム屋根が設置されている。2えち
ぜん鉄道三国芦原線と福井鉄道福武線が接続する田
原町では、相互乗り入れに向けた工事が進む。34
平成 26 年に運行を開始したえちぜん鉄道初の観光列
車『きょうりゅう電車』。ティラノサウルスの頭部が
装飾されている。

1
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　私は上志比村（現・永平寺町）出身ですが、村内に
高校はなく、隣の福井市か勝山市、それより遠方の高
校を選択するしかありません。だから通学に鉄道は不
可欠の存在でした。福井工業高等専門学校に進んだ私
も、京福電鉄の電車で福井駅まで行って、ＪＲに乗り
換え、学校がある鯖江まで通っていました。
　でも、２度目の事故があった翌日から、急に、鉄道
が使えなくなった。私が高専３年の時です。代わりに
代行バスが運行されましたが、朝は道が渋滞して、時
間通りに来ないし、福井駅まですごく時間がかかる。
冬になると、特に雪の日などはいくら待ってもバスが
来ないし、来ても満員で通過されてしまいます。バス
の車中はすごい混雑ぶりで、いつもみんな、時間を気
にして焦っていました。
　ＪＲの時間に合わせてバスの運行ダイヤが組まれて
いたのですが、遅延で授業の開始に間に合わないので、
母親が父親と私を福井駅までマイカーで毎日送ってく
れるようになりました。渋滞もあって片道40～50分
かかったので大変だったろうと思います。通勤・通学
に誰もが相当なエネルギーを使っていました。
　当初は、「これは一時的なことで、いずれはまた鉄道
が走るようになる」と漠然と思っていましたが、そう
はならず、時間が経つにつれて、このまま鉄道がなく
なるんじゃないかと不安が増していきました。
　鉄道が再開した時、私は高専を卒業して車の免許も
持っていましたが、えちぜん鉄道は車両も新しく、こ
んな電車が自分のまちを走るんだと、ワクワクしたこ
とを覚えています。鉄道が休止して、当時は大人たち
が存続運動をしていたことを知りませんでしたが、そ
れがあるからこそ、今この電車が走っているんですね。
地域に鉄道があることを当たり前だと思わずに大事に
していきたいと思います。

永平寺町役場 税務課 主事

酒井貴広さん

鉄
道
が
止
ま
っ
て
い
る
間
、

通
勤
・
通
学
に
誰
も
が

大
変
な
思
い
を
し
た
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民
運
動
は
、
行
政
や
鉄
道
事
業
者
に
頼
っ
て
い

た
の
で
は
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
誰
か
一

人
が
大
き
な
声
を
挙
げ
る
の
で
は
な
く
、
み
ん

な
の
意
見
を
一
つ
に
ま
と
め
、
み
ん
な
で
や
ろ

う
、
み
ん
な
で
や
り
続
け
よ
う
と
い
う
気
運
を

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
は
、
鉄
道
事
業
者
、
住

民
、
行
政
、
そ
れ
に
県
内
の
企
業
や
商

工
会
議
所
な
ど
の
経
済
界
そ
れ
ぞ
れ
が

自
分
の
役
割
を
全
う
し
、
非
常
に
良
い

関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
あ
る

か
ら
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
は
成
功
し
て
い

る
。　沿

線
で
は
、
住
民
み
ん
な
が
自
分
た

ち
の
ま
ち
に
鉄
道
が
あ
る
こ
と
を
誇
り

に
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
鉄
道
を

守
り
、
支
え
て
い
こ
う
と
い
う
強
い
意

思
を
持
ち
続
け
て
い
る
の
で
す
」

す
。
会
報
の
冒
頭
に
は
、
毎
号

必
ず
『
沿
線
住
民
み
ん
な
で

乗
っ
て
残
そ
う 

え
ち
ぜ
ん
鉄

道
』
の
一
文
を
大
き
く
載
せ
て

い
ま
す
。
電
車
が
な
か
っ
た
時

の
、
あ
の
私
た
ち
の
苦
労
を
風

化
さ
せ
な
い
。
継
続
が
大
事
で

す
。
油
断
す
る
と
、
み
ん
な
の

『
乗
ろ
う
』
と
い
う
気
持
ち
が

失
わ
れ
て
し
ま
う
。
電
車
が

残
っ
た
か
ら
も
う
乗
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
決

し
て
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」

永
平
寺
町
え
ち
鉄
サ
ポ
ー
ト
会
な
ど
沿
線
の

六
つ
の
サ
ポ
ー
ト
団
体
か
ら
な
る
「
え
ち
ぜ
ん
鉄

道
沿
線
サ
ポ
ー
ト
団
体
連
絡
会
」
の
会
議
も
、

毎
月
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
本
社
で
開
か
れ
て
い
る
。

情
報
交
換
し
、
利
用
促
進
に
つ
な
が
る
ア
イ
デ

ア
を
検
討
す
る
。
会
議
に
は
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道

社
員
も
参
加
し
、
各
サ
ポ
ー
ト
団
体
の
活
動
状

況
を
把
握
、
各
団
体
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
時

に
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

「
サ
ポ
ー
ト
会
は
、
行
政
や
会
社
へ
の
要
望

は
し
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
役
割
は
、
提
言
す
る

こ
と
で
は
な
く
、『
乗
っ
て
残
す
こ
と
』
で
す
。

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
設
立
の
背
景
に
は
、
沿
線

地
域
が
連
携
し
た
住
民
運
動
が
あ
り
ま
す
。
住

大正３年開業の勝山駅。漆喰の白と焦げ茶色
を基調とした創業当時の姿が復元されている。
平成 26 年には「人がつどう駅」を目指した
新しい取り組みとして「えち鉄 Café」がオー
プンした。観光客、地元のコーヒー好きで賑
わっている。
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